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専門：
・数学教育
・防災教育（防災士）
・コンポストと堆肥

可能性
→防災機能性
→イノベーションの触媒性
→コンポスト葬



農業共済新聞、やさい畑、季刊地域、月間廃棄物、Hanako、天然生活、その他多数監修及び寄稿







堆肥とは、
主に（水、二酸化炭素、粘土鉱物等
も使用）有機物を微生物の働きに
よって、高温で、発酵、分解、熟成
させた肥料のこと。

肥料とは、
土または作物に対して、化学的な養
分変化を与えるもの。





ＣＮＢＭ分類







堆肥化した際の使い道があるか？

前提条件：
①必要量以上に、食材を買い込まない。②調理残渣を減らす料理の工夫をする。

（最近だと、ベジブロス等）
①乾燥させて可燃ごみへ
②土に埋めてしまう（処
理）

畜産への飼料化の検討

生ごみの堆肥化を検討

畜ふんの堆肥化を検討

堆肥化後、栽培に活用

いいえ

はい

出来る

出来ない



生ごみ（主資材）＋○○（副資材）
＝1次処理品（堆肥づくりの材料のひとつ）

基材（床材）とは、生ごみを腐ら
せずに、減量（ｇ）、減容（L）す
るための副資材のこと。有事の際
は、トイレとして活用可。



生ごみ堆肥化のながれ





提供：安居昭博氏





黒川温泉一帯地域での実例





黒川温泉2030年ビジョン (kurokawaonsen.or.jp)



農林水産省・消費者庁・環境省主宰「サステナアワード2020」
にて「環境省環境経済課⾧賞」を受賞致しました。

「サステナアワード2020伝えたい日本の”サステナブル”」受
賞者一覧
https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/being_sustainable/s
a_award2020.html?





CSA（ Community Supported Agriculture ）
• 特定の消費者が、生産者と農産物の種類、生産量、価格、分配方法

等について、代金前払い契約を結ぶ農業のこと で、地域が支える新
たな農業の一形態として注目されている。我が国では少数の農家が
取り組んでいる段階。

（参考資料）
https://www.maff.go.jp/j/council/seisaku/kikaku/bukai/19/pdf/da
ta1.pdf
「農」を支える多様な連携軸の構築5頁（農林水産省）
https://www.naro.affrc.go.jp/publicity_report/publication/files/csa
-guide.pdf
平成２８年３月 国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構
農村工学研究所



会費

野菜

生産者 消費者

リスクの共有、対等な関係性

・販売計画在りきの作付け計画を立
てられる。
・先行投資できる。

・新鮮な野菜を食べられる
・コミュニティやイベントへの参加



生産者 消費者

リスクの共有、対等な関係性

Farm to table

Table to farm



サーキュラエコノミー型CSAの各地域への応用

立命館大学uni-com



あだちシティコンポスト





一般財団法人 ⾧良川カンパニー



自分の所属流域を知る。
画像引用元：国土交通省関東地方整備局京浜河川事務所000635930.pdf (mlit.go.jp)



• 安定的な営農モデルの提示
• 助燃剤使用量の抑制
• 汎用性の高い統計的なデータの提示
• 未利用資源活用による地域コミュニ
ティ活性化

• 資源循環の通訳者の養成
• 防災機能としてのコンポスト
• 医食同源



言葉ではなく、デザインで伝えていく。


